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【手続補正書】
【提出日】平成28年7月8日(2016.7.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　マトリックス状に配された複数の画素電極又は発光素子を有するアレイ基板と、
　前記アレイ基板と対向する対向基板と、
　第１方向に延線する複数の透明な第１電極群と、
　前記第１方向と交差する第２方向に延線する複数の透明な第２電極群と、
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　前記第１電極群に駆動信号を供給する駆動回路と、
　前記第２電極群から前記駆動信号に対応するタッチ検知信号を取得する検知回路と、を
有し、
　　前記第２電極群は前記対向基板の一層に形成され、
　　前記第１電極群は前記アレイ基板または対向基板の一層に形成され、
　　前記タッチ検知信号は、前記対向基板側からアレイ基板側に容量結合によって伝達さ
れるようになされる、表示装置。
【請求項２】
　前記表示装置は、前記アレイ基板と対向基板との間に横電界方式の液晶層を挟持し、
　前記第１の電極群は、前記アレイ基板のコモン電極と共用され、
　前記第２の電極群は、前記対向基板の絶縁基板の背面側に形成される、
請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　前記表示装置は、前記アレイ基板と対向基板との間に縦電界方式の液晶層を挟持し、
　前記第１の電極群は、前記対向基板のコモン電極と共用され、
　前記第２の電極群は、前記対向基板の絶縁基板の背面側に形成される、
請求項１に記載の表示装置。
【請求項４】
　前記アレイ基板の額縁には、前記駆動回路が設けられ、
　前記駆動回路と前記第１の電極群とが導電性微粒子を介して電気的に接続される、
請求項３に記載の表示装置。
【請求項５】
　前記アレイ基板の額縁には、前記アレイ基板の外部の前記駆動回路からの信号端子が設
けられ、
　前記信号端子と前記第１の電極群とが導電性微粒子を介して電気的に接続される、
請求項４に記載の表示装置。
【請求項６】
　前記容量結合によって前記アレイ基板側に伝達されるタッチ検知信号を増幅して、前記
アレイ基板の外部の前記検知回路に出力するアナログ増幅回路を更に有する、請求項１乃
至５のうちのいずれか１項に記載の表示装置。
【請求項７】
　前記容量結合によって前記アレイ基板側に伝達されるタッチ検知信号を増幅するアナロ
グ増幅回路と、
　増幅されたタッチ検知信号をデジタル化して、前記アレイ基板の外部の前記検知回路に
出力するデジタル変換回路を更に有する、請求項１乃至５のうちのいずれか１項に記載の
表示装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　本発明の一態様は、マトリックス状に配された複数の画素電極又は発光素子を有するア
レイ基板と、前記アレイ基板と対向する対向基板と、第１方向に延線する複数の透明な第
１電極群と、前記第１方向と交差する第２方向に延線する複数の透明な第２電極群と、前
記第１電極群に駆動信号を供給する駆動回路と、前記第２電極群から前記駆動信号に対応
するタッチ検知信号を取得する検知回路と、を有し、前記第２電極群は前記対向基板の一
層に形成され、前記第１電極群は前記アレイ基板または対向基板の一層に形成され、前記
タッチ検知信号は、前記対向基板側からアレイ基板側に容量結合によって伝達されるよう
になされる、表示装置を提供するものである。
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